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宿日直について









１ 医師等の宿日直勤務については、次に掲げる条件の全てを満たし、かつ、宿直の場合
は夜間に十分な睡眠がとり得るものである場合には、規則第23条の許可（以下「宿日直
の許可」という。）を与えるよう取り扱うこと。
⑴ 通常の勤務時間の拘束から完全に解放された後のものであること。すなわち、通常
の勤務時間終了後もなお、通常の勤務態様が継続している間は、通常の勤務時間の拘
束から解放されたとはいえないことから、その間の勤務については、宿日直の許可の
対象とはならないものであること。

⑵ 宿日直中に従事する業務は、一般の宿日直業務以外には、特殊の措置を必要としな
い軽度の又は短時間の業務に限ること。例えば、次に掲げる業務等をいい、下記２に
掲げるような通常の勤務時間と同態様の業務は含まれないこと。
・ 医師が、少数の要注意患者の状態の変動に対応するため、問診等による診察等
（軽度の処置を含む。以下同じ。）や、看護師等に対する指示、確認を行うこと

・ 医師が、外来患者の来院が通常想定されない休日・夜間（例えば非輪番日である
など）において、少数の軽傷の外来患者や、かかりつけ患者の状態の変動に対応す
るため、問診等による診察等や、看護師等に対する指示、確認を行うこと

・ 看護職員が、外来患者の来院が通常想定されない休日・夜間（例えば非輪番日で
あるなど）において、少数の軽症の外来患者や、かかりつけ患者の状態の変動に対
応するため、問診等を行うことや、医師に対する報告を行うこと

（中略）
２ 上記１によって宿日直の許可が与えられた場合において、宿日直中に、通常の勤務時
間と同態様の業務に従事すること（医師が突発的な事故による応急患者の診療又は入院、
患者の死亡、出産等に対応すること、又は看護師等が医師にあらかじめ指示された
処置を行うこと等）が稀にあったときについては、一般的にみて、常態としてほとんど
労働することがない勤務であり、かつ宿直の場合は、夜間に十分な睡眠がとり得るもの
である限り、宿日直の許可を取り消す必要はないこと。

（以下略）
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研鑚について



















連続勤務時間制限
と

インターバル
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医師の宿直許可を取得を含む
医師の夜間勤務体制の整備

（2024年3月までに）



医師の労働量の削減

（2036年3月までに）







特定看護師に関わる留意点

•自院での研修を検討

•チームでの話し合い

•包括的指示の活用





（出典）第3回地域医療構想及び医師確保計画に関するワーキンググループ【資料１】





中期的視点で考えると

医師の働き方改革の鍵は

医師以外の職員の働き方改革にある。



多様な人材へのアプローチ

・ 性別
・ 国籍
・ 年齢
・ 働き方
・ キャリア
・ 障害者
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障害者

定年再雇用

左記以外

馬場記念病院 看護補助者の内訳

外国人 23

障害者 8

定年再雇用 7

左記以外 22
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（2023年3月現在）



馬場記念病院における事務職員数割合

2112

5

2012年4月

医事課
人事・総務関連
地域連携

39

41

9

2022年4月

医事課
人事・総務関連
地域連携



• 日本
• 韓国
• 中国
• ベトナム
• フィリピン
• タイ
• ネパール
• ブラジル
• ガーナ
• スリランカ
• インド
• インドネシア

社会医療法人ペガサス 職員の国籍
（2024年3月現在）



嵐の前の静けさ？



病院管理者と
勤務医のコミュニケーション



ご静聴ありがとうございました。


